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論文では、彫刻の起源は、ものが無くなった事実を埋めるためであると考え、その役割は「記憶の手助け」
であったと捉える。様々な「喪失」の事例を通して、彫刻のありかたが、物質としての存在から人の記憶の
中へと移行していく。原型が溶けて無くなり別の物質として再生される鋳造法を、人間の葬送の儀式と重ね
合わせ、喪失を経て再生されたものとして、彫刻と墓との類似性を強く意識していく。「墓」とは、無くした
ものを思い出すスウィッチとして機能する空間と考え、身体の記憶、人間の記憶を喚起させるものとして彫
刻が自立できる場所を見いだし考察する。本論は原型の制作や工房での鋳造作業、また発表されたインスタ
レーション作品を通して、筆者が感じ、思考した様々な経験から導かれた言葉で綴られている。原型の素材
であるワックスとの関わり方や独自の造形方法、また実際に展示された作品が変化していく過程や時間を丁
寧に見つめ，筆者の体の中の記憶を呼び覚ましながら、「墓」としての彫刻を模索していく。論述全体に筆者
の肉体性を感じさせ、借り物ではない言葉が強いリアリティーを感じさせる。 
提出作品「inward」「urn」「inner」「uh」はそれぞれタイトルが添えられているが、あらかじめ独立した作
品として制作されたものではない。中西の彫刻の特徴である、手の中に収まり持ち運び可能な大きさの、毎
日制作され続けてきた小さなパーツ、ともいえる彫刻がランダムに配置されている。そのインスタレーショ
ンは、展示空間を意識して構成された１作品と見ることもでき、あたかも書き綴られた日記を切り取って並
べ替えたような印象がある。ブロンズ、ワックス、パラフィン、砂といった素材が空間と有機的に繋がり、
作者の体温、身体の痕跡、思考の経緯が小さな造形を通して身近な彫刻として感じられる。 
「inward」は箱状の立体物である。あらかじめ作られた空洞にパラフィンを流し込んで整形された。つま
り、「何も無い」ところの形である。それは「棺」を連想させ、同時に「死」を予感させるが、展示では「器」
のように置かれていた。内包可能な広がりを含み、素材の透過性も相まって、より開放的な印象を与える。 
中西の「墓＝彫刻」は暗く閉ざされた場所ではなく、見えないが確かに在る、何より「人」と共にあり、
その空間はいつでも開かれ、繋がれる。この彫刻概念は独自のものであり、新たな表現の可能性を拡げる研
究として高く評価できる。 
以上のことから、論文、作品ともに博士学位授与に値すると判断し、審査委員一同、彫刻科教員全員一致
で合格と認める。 
